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人
間
ド
ッ
ク

に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
案
の
定
、

メ
タ
ボ
判
定
。

少
し
減
量
し
た

ほ
う
が
い
い
と
の
ご

指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
に

は
、肥
満
と
い
う
意
味
は
な
い

ん
で
す
。
新
陳
代
謝
が
正
し

い
意
味
。
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
と

は
、摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
消
費
カ

ロ
リ
ー
を
上
回
り
、代
謝
が
で

き
て
い
な
い
状
態
、当
然
、肥

満
に
も
、不
健
康
に
も
繋
が

り
ま
す
▼
こ
れ
は
、家
に
も
い

え
る
こ
と
。
モ
ノ
が
増
え
続

け
、捨
て
る
こ
と
を
し
な
く
て

は
、家
の
中
が
メ
タ
ボ
に
。
散

ら
か
り
、汚
れ
も
溜
ま
り
、不

健
康
な
住
環
境
に
な
って
し
ま

い
ま
す
▼
要
は
、体
で
も
家
で

も
、イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
と
い
う

こ
と
。
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
分
、

き
ち
ん
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
べ

し
、と
。
そ
も
そ
も
、生
物
の

定
義
は
、動
的
平
衡
。食
べ
て
、

排
泄
し
て
、細
胞
が
す
べ
て
入

れ
か
わ
っ
た
と
し
て
も
、個
体

は
そ
の
状
態
を
保
ち
続
け
る

と
い
う
こ
と
。
イ
ン
プ
ッ
ト
し

て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
代
謝
こ

そ
、生
き
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
▼
さ
て
、勉
強
に
つ
い

て
で
す
。
イ
ン
プ
ッ
ト
ば
か
り

し
て
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
機

会
が
十
分
で
な
か
っ
た
ら
、つ

ま
り
暗
記
ば
か
り
し
て
い
た

ら
、脳
内
メ
タ
ボ
に
な
って
し
ま

い
ま
す
。
授
業
で
は
、教
師
が

一
方
的
に
生
徒
の
頭
へ
情
報
を

イ
ン
プ
ッ
ト
。
テ
ス
ト
が
あ
っ

て
も
、イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
か
ど

う
か
の
確
認
程
度
。
こ
の
ま

ま
で
は
、生
徒
の
脳
内
が
不
健

康
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ

ん
。
極
力
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

機
会
を
増
や
す
の
が
、今
学

期
も
課
題
の
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
学
習
の
代
謝
で
す
。

本
読
み
ば
か
り
十
回
よ
り
、

本
読
み
し
て
要
約
を
五
セ
ッ
ト

の
方
が
、学
力
は
定
着
す
る
よ

う
で
す
か
ら
。
口
は一つ
、耳
は

二
つ
、ま
ず
は
生
徒
の
声
な
き

声
に
も
耳
を
傾
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、適
量
の
食

事
と
適
度
な
運
動
、メ
タ
ボ
リ

ズ
ム
を
体
感
し
て
、授
業
に
活

か
し
た
い
も
の
で
す
。

視 座

　

９
月
３
日
付
で
高
教
組
は
、県
人
事
委
員
会
に
、「
給
与
水
準
の
引
き
上
げ
な
ど
を
求
め

る
要
求
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、９
月
11
日
に
は
人
事
委
員
長
と
12
日
に
は
事
務

局
長
と
の
交
渉
を
行
い
、５
日
と
13
日
に
は
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
、深
田
執
行
委
員
長

は
、「
人
事
院
勧
告（
国
）は
、

２
．７
６
％
と
昨
年
を
上
回

る
引
上
げ
勧
告
で
あ
る
と
同

時
に
、俸
給
表
は
初
任
給
・
若

年
層
だ
け
で
な
く
、再
任
用

職
員
も
含
む
全
体
の
改
善
で

あ
る
こ
と
、一
時
金
の
引
上

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

静
岡
高
教
組
女
性
部
は
、

毎
年
県
教
委
と
交
渉
を
行

い
、誰
も
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て

働
け
る
職
場
、制
度
に
な
る
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
多
忙
化
や
教
員
不

足
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、教
職

員
の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に

健
康
で
い
き
い
き
と
、子
ど

も
の
気
持
ち
に
よ
り
添
っ
た

教
育
を
行
う
た
め
に
は
、働

き
や
す
い
労
働
環
境
や
休
暇

制
度
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
女
性
部
で
は
、休
暇
制

度
の
利
用
や
働
き
方
に
つ
い

て
現
場
の
声
を
集
め
て
労
働

環
境
や
制
度
の
改
善
を
求
め

る
交
渉
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
是
非
皆
さ
ん
の
声
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な

で
学
校
を
働
き
や
す
い
場
所

に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

8
月
27
日
、中
央
教
育
審

議
会
が
答
申
し
、教
職
調
整

額
を
支
給
す
る「
給
特
法
」

は
今
で
も
合
理
性
が
あ
る

と
し
て
、長
時
間
労
働
の
法

的
な
歯
止
め
と
な
る
残
業

代
支
給
の
仕
組
み
導
入
を

否
定
、教
職
員
定
数
増
は
先

送
り
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も「
教
職
調
整

額
」は
、１
９
７
１
年「
公
立

の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の

教
育
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」(

給
特

法)

が
制
定
さ
れ
、教
職
員
の

業
務
の
特
殊
性
か
ら
、超
過

勤
務
は
下
記
４
項
目
に
限

定
し
、小・中・高・障
の
教
育

職
員
に
給
料
月
額
の
４
％

を
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
も

の
。
そ
の
た
め
労
働
基
準
法

の
規
定
を
適
用
せ
ず
、時
間

外
勤
務
手
当・休
日
勤
務
手

当
は
支
給
し
な
い
こ
と
に
し

ま
し
た
。

超
過
勤
務
限
定
４
項
目

⑴
生
徒
の
実
習
に
関
す
る

業
務
、⑵
学
校
行
事
に
関
す

る
業
務
、⑶
教
職
員
会
議
に

関
す
る
業
務
、⑷
非
常
災
害

等
の
や
む
を
得
な
い
場
合
の

業
務　

こ
れ
ら
が
あ
っ
た
場

合
も
、適
切
な
配
慮
と
近
日

中
に
超
過
分
の
軽
減
を
行

う
こ
と
、と
し
ま
し
た
。

４
％
の
根
拠
は
時
代
遅

れ
、今
は
約
28
％

１
９
６
６
年
度
に
文
部
省

が
実
施
し
た「
教
員
勤
務

状
況
調
査
」の
結
果
、教
員

の
時
間
外
勤
務
の
１
週
間

平
均
が
、小
学
校
１
時
間
20

分
、中
学
校
２
時
間
30
分
で

し
た
。
実
質
的
な
超
過
勤

務
時
間
の
平
均
を
１
時
間

48
分
と
し
、当
時
の
所
定
の

勤
務
時
間・週
44
時
間
に
対

し
て
４
％
に
相
当
す
る
と
計

算
。２

０
２
２
年
の
全
教
の
調

査
で
は
、教
職
員
の
時
間
外

勤
務
は
4
週
間
で
86
時
間

24
分
。
週
21
時
間
半
。
と

す
る
と
約
28
％
。
当
時
の

４
％
と
は
け
た
外
れ
に
増
え

て
い
ま
す
。
給
特
法
の
改

正
と
、教
職
員
の
定
数
増
が

急
務
で
す
。

「
勤
務
時
間
の
上
限
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
無
力

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、超

過
勤
務
に
つ
い
て
、一
か
月
で

は
45
時
間
以
内
、１
年
間

３
６
０
時
間
以
内
と
し
、臨

時
的
な
特
別
の
事
情
に
よ

り
勤
務
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
は
、 

１
か
月
１
０
０
時
間

未
満
、１
年
間
で
は
７
２
０

時
間
以
内 

（
連
続
す
る
場

合
、月
の
平
均
80
時
間
以

内
、45
時
間
超
の
月
は
年
間

６
カ
月
ま
で
）と
し
ま
し
た

が
、有
効
に
機
能
し
て
い
ま

せ
ん
。

教
師
の
志
願
者
減
、代
替

未
配
置
、疾
患
の
急
増
の
根

本
的
な
原
因
は
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。

静
岡
県
で
は
高
校
教
師

約
１
０
０
０
人
増
が
必
要

静
岡
県
教
委
が
行
っ
た

２
０
２
２
年
度
の「
勤
務

時
間
管
理
シ
ス
テ
ム
」の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、１
年
間

の
時
間
外
在
校
等
時
間
、

高
校
で
は
平
均
４
４
５
．８

時
間
で
し
た
。
高
校
教

師
は
４
１
１
５
人
、
合
計

１
８
３
万
４
４
６
７
時
間

に
な
り
ま
す
。
一
人
あ
た

り
の
年
間
の
勤
務
時
間

１
８
６
７
．７
５
時
間
で
割

る
と
、９
８
２
と
い
う
数
字

が
出
て
き
ま
す
。
総
員
の

24
％
、９
８
２
人
が
不
足
し

て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
定
数
増
を
求
め
る

根
拠
に
使
え
る
は
ず
。

主
張

給
特
法
と
教
職
調
整
額

４
％
は
時
代
遅
れ

げ
、諸
手
当
の
改
善
な
ど
、私

た
ち
の
切
実
な
要
求
の
反
映

し
た
も
の
と
評
価
す
る
。
し

か
し
今
回
も
引
上
げ
額
は
、

物
価
高
に
よ
る
生
活
悪
化
を

改
善
す
る
も
の
で
は
な
く
、

民
間
主
要
企
業
の
賃
上
げ

５
．３
３
％
に
比
べ
て
も
見

劣
り
す
る
。
国
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
に
奮
闘
し

て
き
た
公
務
労
働
者
の
期
待

に
応
え
な
い
、不
十
分
な
勧

告
で
あ
り
不
満
で
あ
る
」と

発
言
。

ま
た
、「
給
与
制
度
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
」や「
中
教
審
答

申
」で
の
賃
金
格
差
拡
大
へ

の
懸
念
、「
給
特
法
」の
問
題

点
な
ど
を
改
め
て
主
張
し
ま

し
た
。

小
川
良
昭
・
人
事
委
員
会

委
員
長
か
ら
は
、「
教
職
調
整

額
４
％
と
い
う
現
状
は
お
か

し
い
と
思
う
が
、埼
玉
超
勤

裁
判（
残
業
代
支
払
い
を
認

め
ず
）も
あ
り
、法
律
の
改
正

が
必
要
だ
が
、政
治
の
問
題

で
あ
る
」と
答
え
ま
し
た
。

公
務
員
・
教
員
の
希
望
者

の
減
少
は
、採
用
試
験
の
前

倒
し
な
ど
の
小
手
先
の
対
策

で
は
解
決
し
な
い
。
低
賃
金

や
長
時
間
労
働
が
広
く
知
ら

れ
る
中
で
、抜
本
的
な
対
策
、

教
職
員
定
数
改
善
に
よ
る
人

員
増
を
求
め
ま
し
た
。

人
事
委
員
長
は
、「
県
の
職

員
が
足
り
て
い
な
い
。
人
事

委
員
会
と
し
て
も
、公
務
員

希
望
者
を
い
か
に
増
や
す
か

を
議
論
し
て
い
る
」と
述
べ

ま
し
た
。

県
教
委
は
初
め
て「
在
校

等
時
間
」の
デ
ー
タ
を
公
表

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

高
校
で
は
平
均
で
月
約
40
時

間
の
時
間
外
労
働
が
あ
り
、

「
未
配
置
」も
減
っ
て
い
ま
せ

ん
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で

は
、専
門
の
担
当
者
が
い
な

い
た
め
故
障
対
応
な
ど
が

大
変
で
、必
ず
し
も
時
短
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

機
器
の
多
用
に
よ
る
教
育
的

効
果
に
つ
い
て
の
マ
イ
ナ
ス

面
も
指
摘
し
ま
し
た
。

人
事
委
員
長
は
、「
未
配

置
は
高
校
で
は
少
な
い
と
認

識
。
雑
務
が
多
く
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
が
必
要
だ
と

県
教
委
に
は
話
し
て
い
る
」

と
応
じ
ま
し
た
。

長
時
間
労
働
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
勤
務
時
間
管
理
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
そ

の
効
果
を
検
証
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
他
に
、
非
常
勤
職

員
の
更
新
時
公
募
の
撤
廃
、

再
任
用
職
員
の
賃
金
・
手
当

の
改
善
、
宿
日
直
手
当
の
改

善
、
治
療
と
仕
事
の
両
立
支

援
な
ど
を
要
求
し
ま
し
た
。

最
後
に
、公
務
・
教
育
職
の

魅
力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
な

勧
告
・
報
告
を
期
待
す
る
旨

を
告
げ
て
交
渉
を
閉
じ
ま
し

た
。

要求書（重点項目）
・ 教職員賃金について、時間外の業務量や専門
性に見合う適正な給与水準を確保すること。物価
上昇に対応できるだけの賃金の引上げを行うこと。
・ 子どもたちの成長と発達を保障するうえで教職員
の一致と協力が不可欠な学校現場にはなじまない
教職員人事評価結果の賃金への反映について、
その「効果」を検証すること。
・ 教職調整額の増額ではなく、給特法の「時間外
勤務を命じない」原則は堅持しつつ、発生した
測定可能な超過勤務に対し労基法第 37 条にもと
づく時間外手当を支給すること。
・ 勤務時間管理システムの結果を活用し、長時間
過密労働を根本的に解消する対策を講じること。
・ 看護休暇の日数を拡大すること。また育児・介護
休暇制度の改善をすすめること。男性の育休取
得を推進すること。
・ 妊産婦や病気のある教職員の勤務軽減を徹底す
ること。治療を受けながら働くための必要な制度
を整備すること。特別休暇からの復帰後も、短時
間勤務など働き続けやすい制度を整えること。
・ 教職員の採用枠を拡大し、早期に臨時的任用・
任期付職員を解消し、定年制職員にすること。
更新時公募の撤廃や無期雇用化をすみやかに
実現すること。
・ 会計年度任用職員非常勤講師に関して、専門
性に見合った時間給単価の引き上げを行うこと。
一時金は引き下げることなく、支給要件を勤務実
態に合わせ緩和すること。超過勤務をせざるをえ
ない事態が生じた場合は、その時間に相当する
賃金を支払うこと。
・ 子の看護休暇や病気休暇の有給化、有給休暇
の採用当初付与など休暇制度を改善すること。
・ 再任用職員の賃金・諸手当（住居手当・扶養
手当）は、年金支給開始までの生活を維持する
にふさわしく改善すること。

よりよい労働環境、休暇制
度にむけてみなさんの声を
聞かせてください
アンケートはこちらから→



静 岡 高 教 組 新 聞

8
月
11
日
㈰
、
12
日
㈪

藤
枝
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
第
46
回
藤
枝
市
平
和
展

を
開
催
し
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー

や
会
議
室
で
は
、
今
年
の
目

玉
「
ビ
キ
ニ
核
被
災
70
年
」

を
考
え
る
展
示
や
発
表
。

元
教
員
の
画
家
高
橋
茂
次

さ
ん
の
「
第
五
福
竜
丸
～

絵
と
文
に
よ
る
連
作
」
と
、

元
高
校
教
員
の
枝
村
三
郎

さ
ん
の
研
究
と
取
り
組
み

は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い

え
る
作
品
で
圧
巻
。「
語
り

継
が
ね
ば
」
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

11
日
午
後
か
ら
は
ホ
ー
ル

で
「
青
春
の
鼓
動　

平
和

だ
か
ら
こ
そ
!
」。
地
域
の

高
校
５
校
を
初
め
と
す
る

10
の
団
体
が
参
加
、
ま
さ

に
地
元
の
高
校
生
や
市
民
に

よ
る
「
地
域
の
文
化
祭
」。

司
会
や
運
営
も
高
校
生
が

担
い
、
朗
読
劇
、
書
道
、

合
唱
等
を
通
じ
て
、
学
校

と
世
代
を
超
え
て
、
平
和
へ

の
想
い
を
共
有
し
あ
い
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
清
流
館

高
校
書
道
部
に
よ
る
大
書
。

「
無
く
さ
な
い
で

 

今
あ
る
平
和
を
　

忘
れ
な
い
で

た
く
さ
ん
の
思
い
を

未
来
　
飛
翔
」

と
19
名
の
部
員
が
力
強

く
揮
毫
。

続
い
て
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
に

よ
る
活
動
報
告
。
今
春
の

「
全
国
高
校
生
平
和
集
会
・

焼
津
」、
そ
こ
で
つ
な
が
っ
た

全
国
の
仲
間
と
広
島
で
の
集

会
で
再
会
し
、「
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
」
に
参
加
、

広
島
平
和

記
念
資
料

館
等
を
訪

れ
た
時
の

思
い
等
を

報
告
。

焼
津
中

央
高
校
合

唱
部
は
、『
地
球
星
歌
～
笑

顔
の
た
め
に
～
』、『
空
の
向

こ
う
側
』、
混
声
の
た
め
の

合
唱
組
曲
『
時
の
女
神
』、

『
栄
光
の
架
け
橋
』
等
を
熱

唱
。「
祈
り
」
の
よ
う
な
歌

に
、
心
が
洗
わ
れ
る
。

藤
枝
北
高
校
演
劇
部
と

「
び
わ
の
花
朗
読
の
会
」
に

よ
る
『
こ
の
子
た
ち
の
夏 

１
９
４
５
・
ヒ
ロ
シ
マ 

ナ
ガ
サ

キ
』。
世
代
を
超
え
て一つ
の

舞
台
を
創
る
こ
と
が
何
よ

り
尊
い
。

焼
津
中
央
高
校
合
唱
部

と
「
静
岡
う
た
ご
え
協
議

会
」
に
よ
る
合
唱
、『
海
に

生
き
た
あ
な
た
よ
』
と
『
原

爆
を
許
す
ま
じ
』。
高
校

生
と
「
う
た
ご
え
協
議
会
」

メ
ン
バ
ー
60
余
名
の
混
声
合

唱
は
圧
倒
的
。「
三
度
許

す
ま
じ
原
爆
を 

世
界
の
上

に
」
の
歌
声
に
心
を
大
き

く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。

続
い
て
藤
枝
北
高
校
演

劇
部
に
よ
る
朗
読
劇
『
バ
ク

ダ
ッ
ド
の
靴
磨
き
』（
米
原

万
里
作
）、
教
科
書
に
も
掲

載
さ
れ
た
作
品
。
生
徒
が

脚
本
化
す
る
取
り
組
み
は

貴
重
だ
。

う
わ
べ
の
ま
や
か
し
の
言

葉
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
と

「
あ
じ
さ
い
朗
読
会
」が『
リ

ア
王
』
を
上
演
。

清
流
館
高
校
福
祉
部
Ｊ

Ｒ
Ｃ
は
「
子
ど
も
食
堂
・
お

結
び
」
で
の
活
動
報
告
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
、

約
90
食
の
お
弁
当
を
作
り
、

子
ど
も
や
高
齢
者
に
提
供

し
て
い
る
。
地
味
な
活
動
で

は
あ
る
が
共
感
を
得
て
、
支

援
の
呼
び
掛
け
に
多
く
の
カ

ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

島
田
樟
誠
高
校
演
劇
部

の
朗
読
劇
『
島
田
空
襲　

明
日
ま
で
つ
づ
く
物
語
』。

模
擬
原
爆
投
下
訓
練
の
被

災
者
か
ら
の
聴
き
取
り
を

脚
本
化
し
、
先
輩
か
ら
後

輩
へ
、
演
じ
継
が
れ
て
い
る
。

最
後
は
働
く
若
者
の
バ
ン

ド
の
歌
と
演
奏
の
勢
い
で

「
み
ん
な
で
歌
お
う
！
」。

来
場
者
と
発
表
者
が一緒
に
、

『
約
束
の
う
た
』（
世
界
中

の
大
人
が
武
器
を
捨
て
た
な

ら
、
世
界
中
の
子
ど
も
は

歌
を
歌
う
だ
ろ
う
）、『
翼

を
く
だ
さ
い
』（
悲
し
み
の

な
い
、
自
由
な
空
へ
、
翼
は

た
め
か
せ
、
行
き
た
い
）
の

大
合
唱
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

「
自
分
が
変
わ
れ
ば
相
手

も
世
界
も
変
わ
る
」
と
希

望
を
持
ち
、「
自
分
に
は
何

が
で
き
る
の
か
」を
考
え
、「
一

緒
に
や
ろ
う
」
と
呼
び
か
け

る
関
係
づ
く
り
こ
そ
が
平
和

を
作
る
力
と
な
る
。
参
加

者
は
２
０
７
名
、
応
じ
て
く

れ
た
核
廃
絶
署
名
は
１
０
５

筆
。「
一
人
ひ
と
り
は
微
力

だ
け
ど
無
力
で
は
な
い
」
を

実
感
す
る
藤
枝
市
平
和
展

で
し
た
。

（
清
流
館
高
校 

山
口 

良
二
）
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すべての子どもたちにゆきとどいた教育を
教育全国署名静岡県スタート集会

「子どもの最善の利益となるＩＣＴ活用へ」
熱
く
、衝
撃
的
な
お
話
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

《
講
演
要
旨
》

Ｉ
Ｔ
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、学
校
で「
デ
ジ
タ
ル
か

ら
ア
ナ
ロ
グ
へ
」と
転
換

早
く
か
ら「
一
人
一
台
端

末
」普
及
を
進
め
２
０
１
４

年
に
は
実
現
し
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
、子
ど
も
た
ち
の

数
学
や
読
解
力
の
急
激
な
低

下
、教
師
の
力
量
の
低
下
が

判
明
。
新
自
由
主
義
下
で
の

企
業
の
機
器
売
り
込
み
と
教

育
予
算
緊
縮
政
策
で
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
み
、学
校
か
ら
紙

の
教
科
書
が
消
え
、教
材
費

が
削
減
さ
れ
、教
材
を
購
入

で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

質
の
高
い
学
習
教
材
の
保

障
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、

『
教
育
法
』を
改
正
。
教
科
書

は
印
刷
さ
れ
た
教
材
と
定
義

し
、昨
年
か
ら
、紙
の
書
籍
利

用
、静
か
な
読
書
時
間
確
保
、

手
書
き
の
練
習
に
重
点
を
置

き
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
時
間
を
減

ら
し
、ア
ナ
ロ
グ
に
回
帰
す

る
こ
と
に
し
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
も
、「
大
失
敗
」

と
し
て
、多
く
の
国
が
続
々

と
転
換
し
て
い
る
。

「
個
別
最
適
化
」は

安
上
が
り
教
育

ア
メ
リ
カ
で
は
、移
民
、

貧
困
、低
学
力
の
多
い
地
域

で
、公
立
学
校
の
市
場
化
・
民

営
化
・
民
間
委
託
を
拡
大
。

「
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
習
」

と
称
し
、一
教
室
に
１
３
０

人
位
を
詰
め
込
み
、個
別
の

ブ
ー
ス
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
き

合
わ
せ
、教
師
の
人
件
費
を

浮
か
せ
、安
上
が
り
教
育
。

こ
れ
に
学
生
た
ち
が
疑
問

の
声
を
あ
げ
、２
０
１
８
年

に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
わ
な
い
権

利
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
。

「
金
持
ち
の
家
の
子
ど
も
た

ち
は
、人
間
の
教
師
か
ら
少

人
数
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
最
小
限
に
し
た
本
物
の
授

業
を
受
け
て
い
る
の
に
、僕

た
ち
は
何
時
間
も
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
を
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
仲
間
と
対
面
し
て
の
討

論
や
生
身
の
先
生
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
達

と
の
交
流
の
時
間
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
」と
訴
え
た
。

機
器
利
用
に
よ
る「
個
人
情

報
の
収
集
」に
も
疑
問
・
不
審

の
声
も
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
働

く
親
た
ち
は
、自
分
た
ち
の

作
っ
た
製
品
を
子
ど
も
か
ら

遠
ざ
け
、低
学
年
に
は
有
害

と
し
、学
校
で
は
中
学
2
年

ま
で
一
切
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
わ
せ
な
い
。「
依
存
性
・

中
毒
性
を
高
め
る
」研
究
を

製
品
に
反
映
し
て
い
る
の
だ

か
ら
当
然
だ
ろ
う
。

「
手
書
き
は
、

キ
ー
ボ
ー
ド
に
勝
る
」

昨
年
７
月
、ユ
ネ
ス
コ
の

「
２
０
２
３
年
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」

で
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
使
用
に
関
し
て
、

「
教
育
効
果
に
つ
い
て
の
確
固

た
る
証
拠
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」

「
不
適
切
ま
た
は
過
度
で
あ

る
場
合
に
は
有
害
な
影
響
」

が
あ
る
と
し
、「
適
切
な
管
理

と
規
制
の
欠
如｣

に
対
し
て
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

脳
科
学
が
実
証
し
て
い
る

よ
う
に
、聞
い
た
言
葉
の
大
事

だ
と
思
う
部
分
を
要
約
し
、

手
を
動
か
し
て
書
き
と
め
る

作
業
に
よ
っ
て
、内
容
を
咀
嚼

す
る
時
間
が
生
ま
れ
、こ
れ

が
記
憶
の
定
着
に
重
要
な
意

味
を
持
つ
。
簡
単
に
で
き
た

こ
と
は
、簡
単
に
忘
れ
て
し
ま

う
、ひ
と
手
間
か
け
て
脳
に
刻

ま
れ
た
記
憶
こ
そ
、能
動
的
に

吸
収
し
た
知
識
と
し
て
定
着

す
る
の
で
、創
造
的
な
活
動
を

す
る
と
き
に
活
用
し
や
す
く

な
る
。

「
わ
か
っ
た
気
に
な
る
」

で
脳
が
退
化

見
る
・
読
む
・
聞
く
は
感
覚

の
入
力
、話
す
・
書
く
は
出

力
。
入
力
し
て
、分
析
し
、組

み
合
わ
せ
、合
成
し
て
自
分

の
言
葉
で
出
力
す
る
、こ
の

連
動
が
大
事
。
そ
れ
が
人
間

に
し
か
な
い
前
頭
前
野
の
役

割
。
予
測
し
、事
前
に
判
断

し
、社
会
的
規
範
や
枠
組
み

を
踏
ま
え
た
行
動
に
つ
な
が

る
。
自
制
心
、モ
ラ
ル
、ユ
ー

モ
ア
、良
心
、パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
つ
く
る
。
損
傷
す
る

と
、他
の
人
を
理
解
で
き
ず
、

融
通
が
利
か
な
く
な
り
、冷

淡
に
な
り
、無
気
力
・
無
関
心

に
な
っ
て
し
ま
う
。

パ
ソ
コ
ン
で
見
た
だ
け
で

「
分
か
っ
た
気
に
な
る
」の
で

は
、脳
の
発
達
が
阻
害
さ
れ

る
。
ス
マ
ホ・
ネ
ッ
ト
な
ど
外

部
の
メ
モ
帳
に
頼
る
と
、必
要

性
に
応
じ
て
取
捨
選
択
す
る

必
要
が
な
く
な
り
、脳
の
メ
モ

帳・ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
が
退
化

す
る
。
自
分
に
と
っ
て
何
が

重
要
か
、自
分
に
は
何
が
欠

け
て
い
る
の
か
、知
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
は
何
か
、言
わ
れ
た
こ

と
に
同
意
で
き
る
か
な
ど
を

判
断
す
る
た
め
に
は
、集
中
力

が
必
要
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使

い「
な
が
ら
」は
集
中
力
を
妨

げ
る
。

教
師
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下

で
の
利
用
が
必
要

脳
は
、言
葉
や
文
字
に
し

て
出
力
し
て
初
め
て
必
要
な

情
報
と
し
て
認
識
す
る
。
入

力
情
報
量
を
適
度
に
少
な
く

す
る
こ
と
で
想
像
力
の
余
地

を
残
す
こ
と
が
で
き
る
。

教
師
が
専
門
性
を
十
分
発

揮
で
き
る
環
境
の
も
と
で
、

１
時
間
以
内
の
使
用
に
抑

え
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル｢

さ
れ

る｣

の
で
は
な
く
、｢

す
る｣

力
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

「
第
46
回
藤
枝
市
平
和
展
」

　
「
つ
な
げ
よ
う　

平
和
の
架
け
橋

語
り
継
ご
う　

平
和
の
バ
ト
ン
」

　

８
月
31
日
、静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
ざ
れ
あ
」で
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
教
育
全
国
署
名
」静
岡
県
ス
タ
ー
ト
集
会
を
開
催
し
、

現
地
に
14
人
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
30
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
予
算
増
、教
師
の
定
数

増
、少
人
数
学
級
化
に
よ
る
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
必
要
性
を
学
習
し
、署
名
集
め
を
通
じ

て
の
世
論
の
喚
起
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
接
近
で
あ
い

に
く
の
荒
れ
模
様
の
天
候
で

し
た
が
、学
習
会
講
師
の
大

阪
教
育
文
セ
ン
タ
ー
事
務
局

次
長
の
田
中
康
寛
さ
ん
は
前

日
か
ら
静
岡
に
来
て
く
だ
さ

り
、学
習
会
で
は
、「
誰
の
た
め

の『
教
育
Ｄ
Ｘ
』か
？
～
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
と
な
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
へ
～
」と
題
し
て
、


